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プランのポイント目　的
●	高齢者を取り巻く社会環境の変化や課題及び
高齢者福祉について理解を深める。

●	生涯を通して家族・家庭の生活を支える福祉や
社会的支援について理解する。

学習の展開

▶�高齢者への理解と連動して、
その生活を支える制度をライ
フプラン全体として捉えられる
ようにした。

使用教材

家庭科［家庭総合］

■『明るい未来へTRY！』
（パワーポイント全体版）
■動画
・NHK 高校講座 家庭総合
・YouTube厚生労働省チャンネル

今回実践した授業プランのご紹介

※前の授業で、生徒たちは認知症サポーター養成講座を受講している。

REAL VOICE

リアルボイス
授業実践事例

家庭科

時間配当
（分）

学習内容と指導上のポイント
使用教材等

学習内容 ポイント

導入
（5分）

❶	認知症サポーター養成講座の
振り返りを行う。

▶	高齢者の生活や介護サービスの実態
を認識させる。

❷	高齢者や私たちの生活を支え
る制度が何かを知る。

【動画】NHK 高校講座 家庭総合

展開
（40分）

❸〜❺
30分
❻
10分

❸	介護保険制度を知る。
・制度の仕組み
・地域包括ケアシステムの概要

▶	介護保険制度を利用している高齢者
の実態を動画から理解させる。
▶	予防のために地域が連携していること
に目を向けさせる。
▶	認知症サポーター講師の仕事と関連
付けることで身近なものであると感じ
させる。

【動画】NHK 高校講座 家庭総合

❹	社会保障制度を知る。
・社会保険、社会福祉
・保険の給付、負担の例

▶「3助」を通じた相互扶助で社会保障
制度が成立していることを説明する。

▶	医療費領収書や給与明細書を通じ
て、保険が身近なものであることを認
識させる。

【動画】NHK 高校講座 家庭総合

パワーポイント
スライド23、26（Work）、公民科Work 1

❺	年金保険制度について知る。
・役割、意義

▶動画から年金保険の役割を考えさせ、
老齢以外の年金保険から必要性を感
じられるようにする。

パワーポイント
スライド27

【動画】 YouTube厚生労働省チャンネル

❻	諸外国の社会保障制度と比較
を行う。

▶アメリカ、スウェーデンの社会保障支
出と国民負担率のバランスから利点
や課題を考えさせ、日本の社会保障
制度の意義等の理解を深めさせる。

パワーポイント
スライド38、公民科Work 3

まとめ
（5分）

❼	まとめ ▶	社会保障制度を利活用するための納
付義務や、知識を持つことの重要性を
考えさせる。

パワーポイント
公民科Work 2

授
業
の
単
元
は
「
高
齢
者
と
の
関
わ
り

と
福
祉
、
共
生
社
会
と
福
祉
」
で
、
同
単

元
の
ま
と
め
と
し
て
保
険
を
取
り
扱
い
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
前
の
授
業
で
「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
受
講
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
一
環
と
し
て
、
市
町
村
主
体
で
開
催

し
て
い
る
も
の
で
す
。
最
初
に
そ
の
振
り

返
り
を
し
て
か
ら
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

は
単
元
全
体
を
通
じ
て
ス
ト
ー
リ
ー
性
を

持
た
せ
る
こ
と
で
す
。
今
回
は
実
際
に
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
高
齢
者

の
動
画
を
見
せ
て
、
前
回
の
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
の
学
び
が
つ
な
が
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
特
に
最
近
は
、
身
近

に
高
齢
者
の
姿
を
見
る
こ
と
が
な
い
生
徒

も
多
い
で
す
。
動
画
で
認
知
症
の
方
や
高

齢
者
の
日
々
の
過
ご
し
方
を
見
せ
る
こ
と

で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
づ
き
も
あ
る
よ
う

で
す
。
同
時
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
考
え

る
、
授
業
へ
の
導
入
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

知
識
を
積
み
重
ね
た
あ
と
は
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
し
て
、
生
徒
が
考
え
る
時
間

を
設
け
ま
し
た
。
今
回
は
「
諸
外
国
と
日

本
の
社
会
保
障
制
度
の
比
較
」
を
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
の
テ
ー
マ
と
し
、『
明
る
い
未
来

へ
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
』公
民
科
用
の「
リ
ス
ク
に
備

え
る
3
つ
の
助
」
を
利
用
し
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
に
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
日
本
、

ア
メ
リ
カ
の
社
会
保
障
制
度
の
比
較
を
見

な
が
ら
、
ど
の
制
度
が
良
い
と
思
う
か
話

振
り
返
り
の
あ
と
は
、　
介
護
保
険
制

度
に
関
し
て
、
高
齢
者
の
視
点
か
ら
制
度

の
仕
組
み
を
紹
介
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み

も
踏
み
込
ん
で
教
え
て
い
ま
す
。
社
会
保

障
制
度
で
は
社
会
保
険
、
社
会
福
祉
、
そ

の
な
か
で
も
特
に
年
金
保
険
を
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。
年
金
保
険
は
大
人
で
も
分
か

り
に
く
い
の
で
、
厚
生
労
働
省
が
配
信
し

て
い
る
、
生
徒
の
興
味
を
引
き
そ
う
な
動

画
を
採
用
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
社
会
保

障
制
度
や
納
税
の
意
義
、
増
税
が
単
に
嫌

だ
と
い
う
の
で
は
な
く
、
国
民
の
負
担
と

サ
ー
ビ
ス
が
リ
ン
ク
し
て
い
る
こ
と
を
、

生
徒
た
ち
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

授
業
で
は
動
画
や
ス
ラ
イ
ド
、
ワ
ー
ク

な
ど
を
活
用
し
て
生
徒
た
ち
が
飽
き
な
い

よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち

が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
素
材
を
選
び
、
テ

ン
ポ
よ
く
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
組
み
合
わ

せ
を
考
え
て
、
順
序
立
て
を
し
ま
す
。
ま

た
、
授
業
を
行
う
際
、
心
が
け
て
い
る
の

し
合
わ
せ
ま
し
た
。
ひ
と
り
だ
と
自
分
の

考
え
に
偏
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
よ
い
と
こ
ろ
は
、
他
者

の
意
見
を
聞
け
る
こ
と
や
、
他
者
理
解
が

深
ま
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末

を
使
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
以
外
の
人
の
意
見

も
同
時
進
行
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
ほ
か
の
生
徒
の
考
え
を
知

る
こ
と
で
、
視
野
が
広
が
っ
た
り
意
見
の

相
違
を
考
え
た
り
す
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。
私
に
問
い
か
け
る
生
徒
も
い
ま
す

が
、
生
徒
に
考
え
さ
せ
る
問
い
は
正
解
が

な
い
も
の
が
大
半
で
す
の
で
、
必
要
以
上

の
こ
と
は
言
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

授
業
の「
ま
と
め
」で
は
、
リ
ス
ク
に
備

え
る
た
め
の
知
識
と
し
て
、
民
間
保
険
に

も
触
れ
ま
し
た
。
民
間
保
険
の
役
割
、
仕

組
み
は
最
低
限
の
知
識
と
し
て
伝
え
て
お

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
リ
ス
ク
の

発
生
を
予
想
す
る
、
発
生
し
た
場
合
の
対

処
法
や
解
決
手
段
を
選
択
す
る
力
を
生
徒

た
ち
に
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
、
な
に

よ
り
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

授業ではひとり1台の端末を使用し、ICTを積極
的かつ効果的に活用している

高
齢
者
へ
の
理
解
と
連
動
し
て
、

社
会
保
障
制
度
な
ど
で

リ
ス
ク
に
備
え
る
こ
と
の
重
要
性
も
理
解
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教諭

石田 実里先生

２
年
生
の
家
庭
総
合
の
授
業
で
、「
明
る
い
未
来
へ
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
」な
ど
を
活
用
し
て
授
業
を
行
っ
た

石
田
実
里
先
生
に
、
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
、
工
夫
し
た
点
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

高齢者との関わりと福祉、
共生社会と福祉対応単元
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プランのポイント目　的
●	すまいに関するリスクには、自分でカバーできないもの
が多いことに気付き、リスクに備える必要性と対処方法
を知る。

●	民間保険（損害保険）の役割について理解する。
●	自身のライフプランを思い描き、生涯を見通した経済
計画の重要性について考察し、実践しようとする。

学習の展開

▶�住生活の内容と相互に関連
を図り、今後経験する可能性
の高いひとり暮らしに関するリ
スクを題材に、実践的に学ぶ
展開にしました。

使用教材

家庭科［家庭基礎、家庭総合］
今回実践した授業プランのご紹介

■「明るい未来へTRY！」
・「家庭科用」（生徒用
冊子／動画／パワー
ポイント）
・「やってみたいこと編」
（生徒用冊子／動画）

※学習の前提として、家計管理の基本について終わっていることとする

REAL VOICE

リアルボイス
授業実践事例

家庭科

時間配当
（分）

学習内容と指導上のポイント
使用教材等

学習内容 ポイント

導入
（8分）

❶	家計管理について（前時の
復習）。

▶	家計の構造を理解し、収支のバランスを考えていく
ことの重要性を確認する。

❷	ひとり暮らしで遭遇する可能
性のあるリスクは何があるか
を考える。

▶	リスクとは、（事故などにより）危険や経済的な損失が
発生する可能性のこと。

▶	各自で考え、発表した後に動画を視聴させ、リスク
に備える必要性に目を向けさせる。

動  画
「憧れのひとり暮らしがした
い！」  4:05まで

展開
（39分）

各配分
❶ 8分
❷ 4分
❸ 15分
❹ 12分

❶	リスクへの備え方を考える。
・社会保険と民間保険
・民間保険の種類
・貯蓄と保険の違い

▶	冊子の配布
▶	保険の種類や役割、「貯蓄は三角、保険は四角」の
考え方について説明する。

▶	保険は相互扶助で成り立つ制度であり、安心を準
備することでもあると補足する。

冊  子  P.6〜7
動  画

「家庭科用 リスクに備える
保険」  5:20～6:13
パワーポイント
「貯蓄は三角、保険は四角」

❷	すまいに関係する保険（火災
保険・地震保険）を知る。

▶動画でポイントを把握させる。

（	家財の火災保険、借家人賠償責任保険、	 個人賠償責任保険など	 ）
動  画

「憧れのひとり暮らしがした
い！」  4:06～7:22

❸	すまいに関係する保険につい
て、P21のWorkに班で取り
組む。

▶P31の資料②③を見ながら、班ごとに考えさせる。
▶補足説明をしながら答え合わせをして、社会保険で
は保障されないからこそ、民間保険（損害保険）で
備える必要性を再認識させる。

▶なぜ賃貸住宅の入居時は火災保険の加入が事実
上必須なのかを投げかける。

▶賃貸借契約における借主の義務を思い出させ、契
約に係る責任の重さに気付かせる。

冊  子  P.21、31

❹	資産運用の種類と特徴を理
解する。
・金融商品の判断基準
・主な金融商品
・資産運用のリスクとリターン

▶支出に関することだけではなく、貯める方法や長期
的な視点でお金を増やす方法を考えさせる。

▶普通預金の金利の低さを金融庁の資産形成シミュ
レーターで体感させ、資産運用に目を向けさせる。
▶あくまでも余剰資金で運用するもので、短期的な備
えには投資は向かないことを補足する。

【タブレット】
動  画

「家庭科用 資産運用」  
  2:35～4:50

冊  子  P.4〜5

まとめ
（3分）

●	本時の学習内容について振り
返る。

▶	収支バランスだけではなく、リスクへの対応を考えた
家計管理と経済計画が必要であることを確認する。

▶	学んだことを自分の言葉でまとめさせる。

冊  子  P.2〜3

高
校
の
家
庭
科
で
は
、
生
涯
の
生
活
設

計
を
家
族
・
家
庭
や
福
祉
、
衣
食
住
、
消

費
生
活
・
環
境
と
い
っ
た
内
容
と
関
連
付

け
て
授
業
を
行
い
ま
す
。

現
在
、
本
校
で
は「
住
生
活
」に
つ
い
て

学
習
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
暮
ら
し
を
す

る
に
あ
た
り
、
す
ま
い
や
契
約
に
関
す
る

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
金
融
・
経
済
を
含

め
た
展
開
を
考
え
ま
し
た
。

貯
蓄
や
保
険
の
他
に
、
資
産
運
用
も
話

い
た
と
し
て
も
、
予
期
せ
ぬ
出
来
事
が
起

き
た
ら
ど
う
な
る
か
。
そ
れ
ま
で
貯
え
て

い
た
も
の
を
取
り
崩
し
た
り
、
夢
を
あ
き

ら
め
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

必
要
な
損
害
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
活
を
安
定
さ
せ
た
り
、
生
活
再

建
の
助
け
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

18
歳
で
法
的
な
責
任
が
生
じ
る
成
人
に
な

る
か
ら
こ
そ
、
高
校
で
損
害
保
険
に
つ
い

て
学
ぶ
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
す
。

今
回
の
授
業
で
は
、
教
材
と
し
て「
明
る

い
未
来
へ
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
」を
使
用
し
ま
し
た
。

冊
子
も
動
画
も
要
点
が
ま
と
ま
っ
て
い
て

分
か
り
や
す
く
、
生
徒
の
食
い
つ
き
が
よ

か
っ
た
で
す
。
１
本
あ
た
り
の
再
生
時
間

が
短
い
の
で
、
動
画
を
活
用
し
て
テ
ン
ポ

よ
く
授
業
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
事

と
し
て
よ
り
身
近
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
、

地
震
の
リ
ス
ク
で
は
政
府
の
地
震
調
査
委

員
会
が
公
表
し
て
い
る
「
全
国
地
震
動
予

測
地
図
」
を
見
せ
た
り
、
資
産
運
用
で
は

金
融
商
品
に
よ
り
異
な
る
運
用
実
績
を
実

感
で
き
る
よ
う
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て

題
に
し
た
こ
と
が
、
今
回
の
授
業
プ
ラ
ン

の
特
徴
で
す
。
ひ
と
り
暮
ら
し
は
高
校
生

に
と
っ
て
た
い
へ
ん
興
味
の
あ
る
こ
と
で

す
が
、
万
が
一
の
こ
と
に
多
方
面
か
ら
備

え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
徒

た
ち
は
将
来
的
に
ひ
と
り
で
住
ん
だ
り
、

結
婚
し
て
新
た
な
家
族
と
住
ん
だ
り
す

る
で
し
ょ
う
か
ら
、
現
実
的
な
こ
と
と
し

て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
内
容
を
構
成
し
ま

し
た
。

授
業
で
は
ま
ず
、
リ
ス
ク
の
備
え
と
し
て
、

保
険
に
関
す
る
基
本
的
な
こ
と
を
理
解
さ

せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
火
災
や
風
水
害
、

地
震
の
被
害
に
遭
っ
た
際
、
保
険
で
ど
う

対
処
で
き
る
か
、
冊
子
掲
載
の
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

に
取
り
組
ま
せ
ま
し
た
。
多
く
の
生
徒
が

失
火
責
任
法
を
初
め
て
知
り
驚
い
て
い
ま

し
た
が
、
す
ま
い
に
関
す
る
リ
ス
ク
が
起

こ
る
と
、
高
額
な
損
失
が
発
生
し
て
し
ま

い
ま
す
。

生
涯
を
見
通
し
た
計
画
を
立
て
る
中
で
、

子
ど
も
の
教
育
費
、
住
宅
購
入
費
、
老
後

の
生
活
費
な
ど
の
大
き
な
出
費
に
備
え
て

資
産
形
成
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
利
用
し
た

り
す
る
な
ど
の
工
夫
も
し
ま
し
た
。

授
業
の
終
わ
り
に
は
振
り
返
り
を
行
い

ま
し
た
。
私
の
方
で
簡
潔
に
結
論
を
言
っ

て
終
了
す
る
の
で
は
な
く
、
ど
う
す
れ
ば

学
ん
だ
知
識
を
活
か
せ
る
か
、
安
心
し
て

ひ
と
り
暮
ら
し
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

を
、
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
さ
せ
ま
し
た
。

「
火
災
保
険
な
ど
の
民
間
保
険
の
必
要
性

を
感
じ
た
。
加
入
し
て
お
け
ば
安
心
だ
と

思
っ
た
の
で
、
自
分
に
と
っ
て
必
要
な
保

険
を
、し
っ
か
り
見
極
め
て
契
約
し
た
い
」

と
か
「
必
要
な
保
険
に
入
っ
て
、
貯
蓄
も

し
て
暮
ら
し
に
関
す
る
安
全
を
手
に
す
る

よ
う
に
し
た
い
。
リ
ス
ク
を
考
え
て
長
期

で
投
資
を
し
て
み
た
い
」
な
ど
、
理
解
が

深
ま
っ
た
手
ご
た
え
を
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
授
業
に
限
ら
ず
、
生
徒
に
は
情

報
を
適
切
に
判
断
し
、
自
分
の
人
生
に
責

任
を
も
っ
て
生
活
し
て
い
く
力
を
身
に
付

け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
計
画
を
立
て
備
え
る

こ
と
を
学
ぶ
意
義
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

金融庁の資産形成シミュレーターで金融商品ごとの
運用結果を説明する池垣先生

ひ
と
り
暮
ら
し
を
例
と
し
て
、

保
険
・
貯
蓄
・
資
産
運
用
を
関
連
さ
せ
た
授
業
展
開
で

備
え
の
重
要
性
を
理
解

埼玉県立蓮田松韻高等学校
教諭

池垣 陽子先生

教
材「
明
る
い
未
来
へ
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
」の
冊
子
や
動
画
を
用
い
て
、
２
年
生
の
家
庭
総
合
の
授
業
を
行
っ
た

池
垣
陽
子
先
生
に
、
今
回
の
授
業
プ
ラ
ン
の
特
徴
や
目
的
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

消費生活（リスク管理を踏まえた家計管理）対応科目・単元
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▶�さまざまなリスクに対する保険があることをグループで共有するための方法として、ICT機器を用いて
グループごとにファイル（学んだことを記載）を共同編集し、生徒各自が学んだことを共有するプラン
にしました。

目　的

家庭科[家庭基礎、家庭総合]
対応単元（例）消費生活（お金の管理とライフプラン）

学習の展開

今回実践した授業プランのご紹介

プランの
ポイント

時間配当
（各）[計]

学習内容と指導上のポイント
使用教材等

学習内容 ポイント

導入
（5分）
[5分]

❶	人生を変えてしまうかもしれないリスクには
何があるかを考える。

▶	保険の役割について確認させる。 冊  子  
「保険の役割」

❷	貯蓄と保険について知る。 ▶	「貯蓄は三角、保険は四角」の考
え方について確認させる。

パワーポイント
「貯蓄は三角、保険は四
角」

展開
（40分）
[45分]

各配分
❶ 5分
❷ 15分
❸ 15分
❹ 5分

❶リスクへの備え方について考える。 ▶	民間保険（損害保険）について学
習することを知らせる。

冊  子  
「リスクへの備え方」

❷グループに分かれて「やってみたいこと」の
①〜⑦の中から興味のあること4テーマを選
び、それぞれ動画※を視聴する。
（1グループ6人程度とする。）

▶グループのなかで、生徒一人ひと
りに担当のテーマを割り振って、
選んだ動画をICT機器で視聴さ
せる。

▶視聴後、ICT機器を利用し、グルー
プごとに用意しておいたファイルに
生徒各自が視聴した内容をまとめ
させる（共同編集させる）。

まとめる内容（例）
・�リスクに備えるために私たちにで
きること
・�視聴して、皆と共有したいこと

  など

動  画
「やってみたいこと」※の
中から選択して各自視聴

冊  子  
「やってみたいこと編」、
「資料編」

❸各自まとめたことを、各グループで共有する。

時間に余裕のあるグループは、貯蓄と保険
の違いについて、それぞれのメリット・デメ
リットを考える。

▶グループごとに発表させる。
1人当たり3〜4分（質問時間を含
む）とする。

❹リスク管理（リスクマネジメント）について考
える。

▶各グループの発表終了後、フォー
ム機能等を用いてアンケートを実
施し、生徒に感想を送ってもらう。

まとめ
（5分）
[50分]

●	本時の学習内容について振り返る。 ▶集計した結果を生徒たちに見せ
て、本時のねらいの達成に向けた
実現状況を確認させる。

※「ボランティアがしたい！」の動画はありません。

●偶然発生した事故や災害のリスクは、人生を変えてしまうかもしれない。その経済的損失に備
えるためにいろいろな保険があることを知る。

●人生を変えてしまうかもしれないリスクとそれに対応する保険があることをグループで共有
する。

※学習の前提として、「保険のしくみ」と「社会保険と民間保険」について終わっていることとする。

人
生
を
楽
し
む
た
め
に

リ
ス
ク
に
対
す
る
備
え
と
し
て
の
保
険

生
徒
た
ち
の
人
生
に
は
、
将
来
い
ろ

い
ろ
な
出
来
事
が
待
っ
て
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
楽
し
い
出
来
事
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
実
現
の
た
め

に
は
お
金
が
必
要
で
す
か
ら
、
貯
蓄
を

し
て
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
方
で
、
人
生
に
は
リ
ス
ク
も
隠
れ

て
い
て
、
そ
れ
に
よ
り
相
手
も
自
分
も

前
に
、
教
員
が
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
フ
ァ

イ
ル（
学
ん
だ
こ
と
を
記
載
）を
作
成

し
、
生
徒
た
ち
と
共
有
し
ま
し
た
。
そ

う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
た
ち
は
授

業
中
に
自
分
の
グ
ル
ー
プ
の
フ
ァ
イ
ル

に
そ
れ
ぞ
れ
が
学
ん
だ
こ
と
を
記
入
し
、

ひ
と
つ
の
フ
ァ
イ
ル
を
グ
ル
ー
プ
メ
ン

バ
ー
全
員
で
共
同
編
集
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
共
同
編
集
し
た
後
は
、
フ
ァ

イ
ル
を
見
な
が
ら
生
徒
同
士
で
発
表
し

た
り
、
話
し
合
っ
た
り
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
方
が
教
員
が
一
方
的
に
説
明
す
る

よ
り
も
、
各
テ
ー
マ
に
対
す
る
共
感
も

生
ま
れ
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
か
ら
で
す
。

授
業
後
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
授
業
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と

や
、
何
に
一
番
興
味
を
持
っ
た
か
な
ど
、

生
徒
た
ち
の
回
答
を
調
べ
た
結
果
「
海

外
旅
行
」「
ひ
と
り
暮
ら
し
」「
ペ
ッ
ト
」

「
学
生
生
活
」
の
保
険
へ
の
関
心
が
高

か
っ
た
で
す
。
大
人
に
な
っ
て
保
険
に

傷
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
た
ち

に
は
リ
ス
ク
に
対
し
て
無
防
備
で
い
て

欲
し
く
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
リ
ス
ク
に
対
す
る
備
え
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
今
回
、
民
間
保
険
を
授
業
で

取
り
上
げ
ま
し
た
。

学
び
の
共
有
を
通
じ
た 

生
徒
主
体
の
授
業

授
業
を
す
る
に
あ
た
り
、
日
本
損
害

保
険
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
「
明
る
い
未
来
へ
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
」

の
動
画
教
材
も
併
せ
て
使
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。６
つ
の
テ
ー
マ
の
動
画
が
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
限
ら
れ
た
授

業
時
間
内
で
、
生
徒
全
員
が
す
べ
て
見

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
る
べ
く
多
く
の
テ
ー
マ
に
関
し
て

知
っ
て
欲
し
い
と
思
い
、
予
め
６
人
程

度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
生
徒
た
ち
に

１
テ
ー
マ
ず
つ
、
担
当
の
テ
ー
マ
を
決

め
て
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
事

入
る
と
き
に
は
、
多
様
な
保
険
の
中
で
、

自
分
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
も
の
を
調
べ
て

選
び
た
い
と
か
、
想
像
以
上
に
世
の
中

に
は
リ
ス
ク
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対

応
す
る
保
険
が
あ
る
け
れ
ど
、
保
険
の

種
類
に
よ
っ
て
保
障（
補
償
）範
囲
が

違
う
こ
と
が
分
か
っ
た
、
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
万
が
一
、
事
故
の
加
害
者
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
多
額
の
賠
償
を

支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
大
半
の
生
徒
は

知
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
感
想
の
な

か
で
多
か
っ
た
の
は
、「
保
険
の
重
要
性

が
分
か
っ
た
」「
保
険
に
は
入
っ
て
お
い

た
方
が
い
い
が
、
い
ろ
い
ろ
な
保
険
が

あ
る
か
ら
、
入
る
時
は
調
べ
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
し

た
。
授
業
を
通
し
て
生
徒
た
ち
が
自
分

ご
と
と
し
て
、
保
険
や
リ
ス
ク
管
理
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

損害保険のことはよく知らないといいながら
熱心に授業に取り組む生徒たち

REAL VOICE

リアルボイス
授業実践事例

家庭科

東京都立三鷹中等教育学校
家庭科指導教諭

内田 文子 先生

教
材「
明
る
い
未
来
へ
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
」と
、
動
画
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
併
用
し
、
１
年
生
の
家
庭
基
礎
に

向
け
た
授
業
案
を
作
成
し
た
内
田
文
子
先
生
。
実
際
の
授
業
で
の
進
め
方
や
生
徒
の
反
応
な
ど

を
伺
い
ま
し
た
。
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